
〔全体計画〕 

小学部第１学年 体育科学習指導案 

 

 

 

 

日  時 平成**年**月**日（＊） ９:40～10:25 場所 体育館 

指 導 者 
◯◯◯◯(T1) ◯◯◯◯(T2) ◯◯◯◯(T3) ◯◯◯◯(T4) 

◯◯◯◯(T5) ◯◯◯◯(T6)  

題材名 「けってみよう」 

題材設定 

の理由 

本学年は男子＊名と女子＊名の計12名で構成されている。ボール運動では，「投げる」題

材をとおして全身を使って投げることができるようになった児童が多く，自主的にボールに

かかわることが増え，興味・関心をもって取り組むことができた。しかし投げることに集中

すると，右手と右足，左手と左足をそれぞれ同時に出してしまい，自分の体の動きをコント

ロールすることがまだ難しい児童もおり，ボディーイメージを広げる段階である。日常的に

歩いたり走ったりすること以外で足を使う経験がほとんどなく，「蹴る」という言葉と動作

が一致しない児童もおり，基本的な動作を身につけて欲しいと考えた。また，２学期も終わ

りが近づき，児童自ら教室を行き来し遊びに行くことが増え，クラスを超えた教師や児童同

士のかかわりが多くなっている。そこでさらに学年としてのかかわりを深めていきたいと考

え，チームスポーツのサッカーを設定した。 

本題材では，特別支援学校小学部学習指導要領の体育科の内容，１段階（１）（２）（３），

２段階（１）（２）（３），自立活動の内容３（４），４（５）を取り上げ，授業の中で展開し

ていくこととする。また，ボールを操作することをとおして運動する楽しさや喜びを味わう

ことができるように，小学校学習指導要領の体育科の内容，Ａ「体つくり運動（１）運動 イ

多様な動きを作る運動遊び」とＥ「ゲーム アボールゲーム イ鬼遊び」と関連させ，児童

のボディーイメージを広げ，様々な大きさのボールを操作しながら意欲的に運動する態度を

育てていく段階であると考えた。 

指導に当たっては以下４項目を工夫し，児童が安全に意欲的に活動できるように支援して

いく。 

一つ目に，ＩＣＴ機器を活用して技術向上を図る。児童の視点で蹴り方を説明することで，

「蹴る」という単語と動作のマッチングをできるようにする。また，児童本人が映っている

動画をスロー再生し，ポイントを一緒に確認していく。また，動画をよく見る実態から，動

画をとおして共同注意を図り，友だちへの意識を促していきたい。二つ目に，１・２学年で

実施していた体育科を学年に分けて実施することで，学年としてのかかわりをより深め，ク

ラスを超えた児童と教師や，児童同士のかかわりを促していく。三つ目に，シュートゲーム

まで「蹴る」動きを意識しやすいように，準備運動から足を使う動きを取り入れ，音楽を活

用しながら楽しく活動できるように工夫する。最後に，安全に活動するために，たくさんの

ボールが床に散らばっている状況を作ることのないよう，一人一つずつボールを活用する。

さらにボールを運ぶ，蹴る，拾う，かごに入れる等の活動の一連の流れを作り，自主的に活

動できるようなゲーム構成にする。 

児童の主体的な活動を引き出すためには，ティーム・ティーチングの連携が重要である

と考える。授業のねらいの共通理解や支援方法の検討だけでなく，毎回の授業の子ども達

の様子について評価できるような定期的な話合いを設定していきたい。 

題材の 

目標 

・ 足でボールを操作することができる。              【技能】 

・ ボールに慣れ親しんで，自分の課題に取り組むことができる。   【態度】 

・ ゴール方向にボールを運ぶことができる。         【思考・判断】 

指導計画 

（９時間扱い） 

本時は第６時 

第１次 ボールで遊ぼう・・・・・・・・１時間 

第２次 蹴り遊びをしよう・・・・・・・３時間 

第３次 シュートゲームをしよう・・・・５時間（本時） 



〔本時の指導〕 

１ 全体目標 

・ 軸足をボールの横に置き，ボールを蹴ったり，足で触れたりしてドリブルをしたり，シュートしたりする

ことができる。                                    【技能】 

・ ボールに慣れ親しんで，時間内繰り返しボールを運んだり蹴ったり触ったりすることができる。【態度】 

・ 相手チームのゴール方向にボールを運んだり，シュートしたりすることができる。   【思考・判断】 

 

２ 児童の実態及び個別目標等 

【技能】 

①空気の入ったビニール袋を空中で何回か足で触ることができる。 

    ②２ｍ程度離れた場所から，1.5ｍ幅の的に蹴ることができる。 

    ③片足で立つことができる。 

    ④軸足をボールの横に置いてボールを蹴ることができる。 

       ○軸足をボールの横に置いて蹴っている。 

       △軸足をボールの手前に置いて蹴っている。 

       □軸足の置き場所にこだわらずに，ボールに触れている。 

 

【態度】ボールを蹴る楽しさを味わうことができる。 

       ○時間内で繰り返しボールを運んだり蹴ったりすることができる。 

       △教師やともだちの手本を見て，ボールを運んだり蹴ったりすることができる。 

       □教師がそばでボールを渡したり，置いたりすることで，ボールを運んだり蹴ったりすること 

ができる。 

 

【思考・判断】ゴール方向にボールを運ぶことができる。 

       ○ゴールに向かってボールを運ぶことができる。 

       △教師やともだちの手本を見て，ゴールに向かってボールを運ぶことができる。 

       □教師の方向の指示を受けて，ゴールを見ることができる。 

 

名前 

（白帽子） 

【技能】 
【態度】 【思考・判断】 【個別目標】 【主な指導場面】 

① ② ③ ④ 

Ａ 35回 ５/５ 10秒 △ ○ ○ 

軸足をボールの横に置い

てボールを蹴ることがで

きる。 

５（２）（３） 

(観察) 

６（動画） 

Ｂ 

（Ｔ４） 
25回 ４/５ ５秒 △ △ △ 

３分間自主的にボールを

蹴ったり運んだりするこ

とを繰り返すことができ

る。 

５（２）(観察) 

Ｃ 20回 ５/５ ７秒 △ ○ △ 

攻めるべきゴールにボー

ルを蹴って入れることが

できる。 

５（３）(観察) 

６（動画） 

Ｄ 39回 ４/５ ５秒 ○ ○ △ 

色を頼りに攻めるべきゴ

ールにボールを蹴ってシ

ュートすることができる。 

５（３）(観察) 

６（動画） 

Ｅ 17回 ２/５ ３秒 △ ○ ○ 

軸足をボールの横に置い

て５本中３本以上ゴール

にシュートすることがで

きる。 

５（３）(観察) 

６（動画） 

Ｆ 20回 ３/５ ６秒 △ ○ △ 

攻めるべきゴール方向に

ボールを運び，ゴールに向

かってボールを蹴ること

ができる。 

５（３）(観察) 

６（動画） 



 

３ 展開   

分 主な学習活動・内容 指導の手立て 

（１） 

 

 

 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 始まりの挨拶をする。 

 

 

 

 

２ 本時の活動内容を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｔ１は挨拶をする児童を指名し，Ｔ２以下は前に出ている児童

へ視線を向けるように言葉掛けをしたり，教師も一緒に挨拶

したりすることで，授業の始まりに気付くことができるよう

にする。（全） 

 

・ホワイトボードを使用して，本時の活動内容を示すことで， 

学習の見通しをもてるようにする。（全） 

・各クラス２列横隊で並ぶことで，ホワイトボードに注目しやす

くする。（全） 

 

 

 

 

 

 

名前 

（赤帽子） 

【技能】 
【態度】 【思考・判断】 【個別目標】 【主な指導場面】 

① ② ③ ④ 

Ｇ 13回 ４/５ ３秒 △ △ □ 

３分間自主的にボー

ルを蹴ってマーカー

から落とすことを繰

り返すことができる。 

５（２）(観察) 

Ｈ ８回 ３/５ ２秒 △ ○ □ 

色を頼りに，攻めるべ

きゴール方向にボー

ルを運ぶことができ

る。 

５（３）(観察) 

Ｉ １回 ４/５ 

平 均 台

を 走 っ

て 渡 る

こ と が

できる。 

○ □ □ 

３分間自主的にボー

ルをゴールラインま

で運び，ゴールに向か

ってボールを蹴るこ

とができる。 

５（３）(観察) 

Ｊ ５回 ０/５ 

片 手 支

持 で 平

均 台 を

渡 る こ

と が で

きる。 

□ △ □ 

３分間でそばにいる

教師の手本を見て，マ

ーカーの上にあるボ

ールを自主的に２個

以上蹴ることができ

る。 

５（２）(観察) 

Ｋ 10回 ２/５ ５秒 △ □ □ 

教師と手をつないで

置いてあるボールを

ゴールに向かって蹴

ることができる。 

５（３）(観察) 

Ｌ ０回 ０/５ 

平 均 台

を 歩 い

て 渡 る

こ と が

できる 

□ □ □ 

教師と手をつないで

３分間でマーカーの

上に置いてあるボー

ルを自主的に２個以

上蹴ることができる。 

５（２）(観察) 

1はじめのあいさつ 

2どうぶつになって 

3うごいてみよう 

4きゅうけい 

5けってみよう！ 

6どうだったかな？ 

7おわりのあいさつ 



（５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  音楽に合わせて体を動かす。 

 ・歩く 

 ・走る 

 ・ジャンプ 

 ・ストレッチ 

 

 

 

 

 

 

 

４ ボール運動をする。 

（１）リフティングをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）水分休憩をとる。 

 

 

 

 ・本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

 

（３）ボール落としゲームをする 

【蹴る】 

① 

 

② 

 

③ 

 

 

 

 

・音楽を流すことで，児童が主体的に歩いたり，走ったりジャ 

ンプしたりできるようにする。（全） 

・Ｌ，Ｉ，Ｅ，Ｋ，Ｈ，ＪはＴ２，Ｔ３，Ｔ４，Ｔ５，Ｔ６と手

を繋いだり，そばで見守ったりすることで，安全に歩いたり，

走ったり，ジャンプしたりできるようにする。（個） 

・Ｔ１はコーンの内側に児童がいるときには，コーンの外で動い

ている友だちに注意が向くような言葉かけをする。（全） 

・オルゴールをかけることで落ち着いてストレッチができるよ

うにする。（全） 

・足を中心にストレッチをすることで，足に意識を向けることが

できるようにする。（全） 

 

 

・一人一つずつ，リフティングセットを取り，マーカーの近くに

集まるようにする。（全）          <３-（４）> 

・音楽を流すことで，リズムよく右足や左足を袋に当てられるよ

うにし，リフティングをとおして足元を見ることができるよ

うにする。（全）              <４-（５）> 

・Ｔ１は円の中に入り，児童の前を回ることで，一人一人に言葉

かけし，蹴ることを促していく。（全） 

・Ｌ・Ｉ・Ｋ・ＪはＴ２，Ｔ３，Ｔ６，Ｔ５がひもを持ち，足を

触ったり，袋を提示したりすることで，リフティングしやすい

ように支援する。（個） 

・Ａ，Ｄ，Ｅ，Ｃ，Ｆは音楽が終わったら，マーカーをシールの

上に置くように指示することで，「ボール落とし」の場の設定

を自主的にできるようにする。（個）     <３-（４）> 

 

・早く休憩が終わった児童には，準備の手伝いを依頼し，活動の

意欲を高める。（全） 

 

・Ｔ１は板書の掲示物を使って本時の目標を伝え，ボール運動に

取り組む意欲を高める。（全） 

・Ｔ１はルールを説明し，Ｔ２以下はＴ１へ視線を向けるように

言葉掛けしたり，指さしたりして，活動に見通しをもてるよう

にする。（全） 

 

 

・Ｔ１は，軸足はボールの横，蹴り足は後ろから動かす，蹴った

ボールは自分で拾ってカゴへ入れるという一連の手本を見

せ，数字を使って順番にルールをすることで，児童に活動の見

通しをもてるようにする。（全） 

・３分間 Bluetooth で音楽を流したり，タイマーを提示したり

することで活動の終わりの見通しをもてるようにする。（全） 

・３分たったら交代する。（全） 

・グリットは２つ用意し，児童の活動量を確保する。（全） 

 

 

 

「蹴らない足は 横」 

「後ろから」 

「蹴る」 

ボールをけろう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）シュートゲームをする。 

【見る】 

①   

 

② 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｔ１は児童にビブスを配付し，６人１グループを２つ作れるよ

うにする。（全） 

・動画をスロー再生し，どのような動きかを一連の動作で見せ 

 ることで，確認できるようにする。（全） 

・蹴る技術が安定してきた児童（Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ）には，蹴 

る前には「ゴール」「ボール」「ゴール」の順で見るポイントも 

伝え，ボディーイメージを広げる工夫をする。（個） 

・活動時間の見通しがもてるように，音楽を流したり，タイマー

を掲示したりする。（全） 

・Ｔ５は，児童がボールを運ぶ際に分かりやすいようにコート 

の中央にボールを集めておく。（全） 

・Ｔ２は児童が攻めるべきゴールを意識しやすいようにゴール 

を４つ設置する。（全） 

・Ｔ１はコートの中央からゴールラインまでボールを運び，ボ 

 ールを置いてゴールへシュートする一連の動作を見せたり， 

数字を使って順番にルールを説明したりすることで，児童が

活動の見通しをもてるようにする。（全） 

・３分間できるだけ多くシュートできるように，ゴールラインに 

置く，ボールを蹴る，蹴ったボールは自分で取りに行く，入っ 

たら写真カードのところに磁石を貼るという一連の流れで活 

動できるようにする。（全） 

・一人１つのボールで活動することで，多くのボールが床に転 

 がっている状況がないようにし，安全に活動できるようにす 

 る。（全） 

・中央のかごからボールを一人１つずつ取り，ゴールラインまで 

手で持って運んだり，ドリブルすることができる児童はドリ 

ブルでボールを運んだりする。（個）〈３−（２）〉 

・Ｌ，Ｉ，Ｋ，ＪはＴ２，Ｔ３，Ｔ６，Ｔ５がゴール方向を指さ 

ししたり，ボールを蹴る際にはボールとゴールを見てから蹴 

ることができるよう，指さししたり，手をつないでゴールまで

ボールを運んだりするようにする。（個） 

・グリットは２つ用意し，児童の活動量を確保する。（全） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ゴール」 

【評価】 

・ボールを蹴ったり，触れたりしてボールをゴールラインへ運ん 

だり，ゴールラインからシュートすることができたか。 

（技能〔観察〕） 

・時間内で繰り返しボールを蹴ったり，運んだりすることができ 

たか。                 （態度〔観察〕） 

・相手チームのゴール方向にボールを運んだり，シュートした

りすることができたか。         （思考・判断

〔観察〕） 

【評価】 

・ボールを蹴ったり，触れたりしてボールをマーカーから落とす 

ことができたか。             （技能〔観察〕） 

・時間内で繰り返しボールを蹴ってマーカーからボールを落とす

ことができたか。               （態度〔観察〕） 

「ゴール」 

「ボール」 



（８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

５ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 終わりの挨拶をする。 

・Ｔ１はシュートゲームの記録表を使い，どちらがボールを多く

シュートできたかを振り返る。多く入ったチームに拍手をしな

がら称賛するように促す。（全） 

・児童の中から，軸足をボールの横に置いていたり，蹴り足を後

ろから大きく振りかぶったりして蹴っていた児童を選び，動画

で振り返りながらポイントを確認していく。（全） 

・Ｔ２以下はＴ１へ視線を向けられるように，言葉かけをした 

り，軸足や蹴り足に触れることで，児童がポイントを確認で 

きるようにする。（個） 

・Ｔ２以下は，それぞれの活動で児童が感じたことを，表情や 

会話，ジェスチャーなどから見取り，児童の達成感を共有す 

る。（全） 

 

・Ｔ１は挨拶をする児童を指名し，Ｔ２以下は前に出てい 

る児童へ視線を向けるように言葉掛けをしたり，教師も一緒 

に挨拶したりすることで，授業の終わりに気付くことが 

できるようにする。（全） 

【板書計画（１）】     【板書計画（２）】       【板書計画（３）】 

 

 

 

 

 

 

【活動配置図：１～３】              【活動配置図：３・４（１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ 

1-2 1-1 

ステージ 

よこ うしろ→まえ 

【ける】 

【みる】 

ゴール ボール 

T１ 



【活動配置図：４（３）】 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動配置図：４（４）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 準備物 

ホワイトボード（２），コーン，マーカー，ボール，プロジェクター，机，iPad，iPhone，かご，ゴール 

Bluetooth機器 

ス
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ゴール 
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ゴール 

ゴール 
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